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十

四

口
務

よ

と
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う

日

）な
で

ム

術

ｔ

行

‘́、
ニ
ア
ン
亀

Ｉ

好

Ｆ́

（
■
１

ｌ

ヶ
■
ち
な

で
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メ
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行
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↓
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１
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手
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ザ
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に
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落

ら

の

づ

い
ミ

う

子

と

つ
く

し
ヽ

ム

ヘ

行

キ
ヽ
た

イ

‘́）
尊
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ば
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ろ
鋒
Ｉ

．
奮

■

だ
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Ｉ

メ

１１
．
ミ
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■

し

い
白

ム
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て

体
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え
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場
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ｒ
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ヒ
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一ヽＩ

Ｉ

Ｔ
ぐ
奮
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参
躙
燿
尊
当
日
た
す
処
名
で
、
摂
凛
需
″泌
に
ず̈
し
て
青
春
〓壇
彙
で
し
■
ｒ
場
疇
千
か
で
薫
れ
π
く
だ
っ
た
人

が
匈
二
・
亀
工
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し
あ
つ
た
こ
と
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　ヽ
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り
・ヽＴ
・力
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ｒ
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ヒ
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薇
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伐
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摯
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験
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し
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つ
分
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ｔ
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彙
樹
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こ
こ
と
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れ
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だ
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ｏ
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は
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ょ
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．．
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手
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Ｆ
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４
す

る

ム
行
艶

力
外
観

の
量

た
ネ

た
ミ
基

す

る

二
と

バ
で

き
ず

、
碁

子

の
人

が

ム
負

ｔ
ヨ

の
ｙ引

に

し
て
千

ム

し
た

こ
と

は

弾
為

で

し
た
。

ス

よ
、

二

ヽ
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７
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看
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‘
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満

た

だ

っ
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じ

４
〕
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ま

す

。
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、
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、
Ｌ
　
小
倉
・養
力
、

〈
コ
ー
ス
タ
イ
ム
〉

凛
あ
八
殖

（
４
島
）↓

角
馬
乃

（
よ
ん
～
せ
島
）

↓
ネ
勢
力
平
（
ア
・島

～
∫
計ヽ
Ｙ
）
対
営
八
晨

〈

７
カ
～
ん
誌ヽ
γ
ψ

癌
鳥
猛
ム
聾

（
″
よ

～
″
お
）

レ
村
首
小
昼

（
″
あ

～

々
島

Ｙ
Ｉ

壼
馬
風
（
子

討
～
な
ふ

）
↓ヽ

豪
含
ム
五

（
だ
島

）

ｘヽ・
下
ム
の
ク
イ
ム
づ
「
―
チ
ー
鰯喘
へ
つ
も
″
．

私
主

２
業

は
．

套

通

ふ

鋼

の

建
名

〈

な

７
名

一発

ε

え

）
で

薇
合

ム

義

こ
よ

継

し
た

が
、

自

罵

為

で

び

ヒ

リ

ク

せ
性

ぶ
棒

調

軍
わ

ろ

い
か
ら

ヒ

３ヽ

つ
て
、

■

ミ

で

上

め

た

の

が

お

彗
・
く

質
会ヽ
一
氏
思

つ
た
。

白

馬

え

響
ズ

の
登

ク
で

ね
婁

２
葉

が
ぶ

彙
象

に
薔

っ

て

し
ま

い
、

懲

盤

慇

す

升
′‥
―
奔

―

が

い
る

か
ら

大

た

ス

だ

と
冬

っヽ
ぶ
、　
灸

毬

と

て

い
ぶ

慮
だ

れ
て

い
る

よ
う

だ

。

し

フヽ
レ

け
・腱
に

は
う

の
で

、　
ふ

三

ガ
村
―

ス

■
上

事
て

名

ニ

カ
・や

蔵

氏
マ

っ
と
義

い
態
・
し、
た

と

こ
う

が
ネ

チ
カ

手
で

あ

ら
，

ち

よ
争

ｂ
体

隷

ポ
↑

え

て
衰
尋

と
す

る
と
こ
ろ

で
島

つ
た
″

や

懇
進

ぼ
驚
子

が
贅

ぞ
そ
う

な

の
で
そ

罐
ま
ま
ら

に
賃

か
せ
る
。
そ

し
て
炎

か
ら
末
る

伸
商

二
き

つ
て
．

量
亀

一
焼

氏
行

く
．ふ
一ザ
式

の
ヒ

―ヽ
ク
■
・質
ダ
ユ
く
、
弁
ス
で
前

力ヽ
ざ

良

く
轟

ミ
づ

い
ｏ

ふ
詈
項

■
真
ウ
お
轟
理
，

こ
こ

か

ら

萎

きヽ
長

ボ
ニ
年
晩

驀

く

島

え

る

の

で

ず

、
み

Ｆ

噂

き

る

で

だ

鋳
、　
覆

Ａ
ヽ
′
‘
　

お

違

滝

氏
質

き

み

だ

れ

た
耗

と

、

身

め
毛

感

森

キ

だ

、

こ

´
花

・ま

れ

で

す

‥
―

や

一
ヒ

き

暴

い

て
媛

ぃ

た

つ
で

可
１

歌

の
大

電

ま

で
季

か

ミ

し
て

ヽ

魚́
蓬

寿竃
琶

三

質

し

ま

せ
て

く

択

た
。

く

し

て

縛

営

ふ

曇

よ

り

姜

レ

下

の

と

こ

う

に

、

久

与

し

咲

い
て

い
た

ミ

ヤ

マ

去

タ

マ
キ

が

、
今

与

シ
硼

じ

と

こ

う

番
聰

五
咲

か

じ
、

な

た

し

し

い
た

な
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』
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で
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た
。
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の
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い
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．
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．
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基
本
電
嘔
．

〈
コ
ー
ス
タ
イ
ム
〉

凍
倉
（
４
島
）ｌ
ｖ
白
馬
見
（
ヾ
島
‘
‘
ル
Ｙ
↓

漁

工
′ｌ、
晨
（
９
・″
～
タ
キ
）Ｌ
▼
漁
馬
漁
上
ハ
′
・

夕
～
２
３
‐↓

猥
工
ふ
４
（
”
島

５
″
ふ

了
タ

白
馬
招
り
（
″
″ヽ
了
普

々
１
澤
集
ハ
お
■

１
イ

３
レ

薇
倉

ハ
メ
去
）

大

型

の

パ

ス

と

入

ま

た

の

で

、

長
な

つ

手
義

一
カ

ー

ヌ

僣

獅

回

か

切

り

重

し
て

た

ろ

．

七

番

攀

奪

ハ

薔

バ

ス

よ

り

降

―

て

、

タ

レ
夢
い

て

選

章

モ

ヒ

ｒ

う

ふ

う

に

や

っ

て

い
に

．

薇

ぅ

の

パ

ス

く
ま

っ
て

い
ろ

ム

ｔ

ぼ

衛

ん

に

し

強

ら

争

に

鉱

フ
て

い

る
。

も

緊

」７

」

ｔ，

菫

モ
妥

―

バ

，

ａ
へ

幸
一一一
ボ
芸

き

つ
た

と
書
ヽ
わ

員

ら
．

名

各

夕
ぬ

・

２

～

３

覇
支

０

薄

ウ

し

て

、
よ

う

で

＜

馴

の
様

倉

民

っ

い
■

．

織

よ

つ
鍮

■
叩
ふ

点
で

目

ざ
ぐ
め
る

ｏ
時
着

と
な

０
●

７

ツ
ノ

人
ミ

ド

・

だ
な

套
封

民

つ
て

レ
ま

つ
た
。

い
を

い
で
看

に
辱

に
お

き
て

し
ら

い
魅

藤
壺
，
へ
行

く
。

■

墨
幸

多
轟

〓

・ｔ

じ

め

に
。

経

毒

・
ま

基

嗜
４
嗜

，
お

―
‥
外

揉

し

ｔ
で

バ
歩

で

，■
じ
め
た
。
諷

い
日
と
こ
ず
０
だ
が
ら
多
く
バ
、

嗅
楓
歯
亀
え
づ
●
・
自
島
九
に
つ
い
て
場
な
．
Ｆ
に

や
「
た
な
や
さ
も
ヒ
同
時
ｌｔ
、
羹
バ
獄
く
幕
つ
て
で

仁
．
仏
羹
嬌
ｄ
奮
で
ふ
屋
の
中
に
入
っ
て
′―、
議
り
に

毎
ぅ
０
セ
埼
与

．
パ
ス
，
台
ヶ
の
人
が
′―、
こ
の
中
に

入

彎
て

し
ま

っ
た

，

り
，

ふ
屋
一
の
中

は

ゃ

ュ
ー

ギ

ュ

ー

で

あ

わ

．

ふ
輌

の
中

二
人
僣
戒

へ
こ
歩
き
は
じ
め
ク
．
曽
囃

呼
与
ぶ
ケ
オ
や
つ

い
様

で
あ
り
。
移
コ
ー
ス

嗜
に
の

裁
よ
り
早
く
行

か
ね
膠
幕
ら
な

い
の
に
．
八
看
ま
と
　

一

て
き
て
し
た
の
凝
の
人
生

が
夜
う
く
ク
タ
句
ヒ

つ
い
　
９

て
く
わ
．
ス
電気
シ
簿

い
二
と
だ
し
、

い
よ

い
よ
と
り

　

一

沢
む
賃

上
ま
で
行

つ
て
、
ヤ
●
表
ス

の
ら
ぼ
マ
め
に

し
よ
・つ
づ
ル
て
孝
こ
考
え
り
が
ら
・歩
く
。

猥

ェ

ノー、
暮
｝
に
蔭
Ｌ
．
９

こ
『
に
層

＜
。
　
ぃ

ぃ
，

ィ

ム
だ
。

■

ょ

ノ‐、
こ

に
ナ
ッ
ク
を
通

キ、

弯

ょ
へ
角

っ
て
く
ぅ
●

「

ェ
僣
が
え
の
申
、
そ
し
て
我
々
の
贅
に
暉
だ
ム
●

い
ば
か

つ
た
‘
璃

よ
′―、
理

に
ヤ
む
ひ
と
、
″
ル
辱
バ

メー、
４

に
釆
て
い
た
。

■
９
嘉
鉱
塔
し
ま
す
。」
と
言
っ
た
す
れ
り
、
‘
名

し
か
こ
だ

い
ｏ
４
名

嗜
宰
よ
・
”
ふ

ｒ
ｋ
う
と
シ
‘



ス

と
層

っ

て

し

ま

つ
た

。

鳳

４

の
撻

く

亀

た

り

い
中

ｔ

？

革

ば

汁

た

な

に
一通

送

ら

二

て

状

魔

．

ャ
栞
、
Ｃ
ご
、
颯
日
上
粋
．

〈
コ
ー
ズ
タ
イ
ム
〉

喪
な

（
∠
・お
γ
）
自
為
λ
〔
よ
″ヽ
～
季

″
）↓
▼

駐
避
ノ‐、
曇
（
デ
ふ
～
Ｐ
、３
‐シ

ノー、

９
″ヽ
Ｖ
ψ

対
営
ふ
こ
（
″ヽ
シ
ー
・
″

ム
璃
〈
″
卦
～
イ
一ヽ
Ｖ
ψ
打
予

‥―、
〓

メ
一
ル

付

（

∵

Ｖ
お

島

諄為

（

■

ギ

ー

■

一
　
ｉヽ
′，

，
メ

　

ヤ
・　

′

ド

ー
・
　

―
′
、
　

●
一　
　
´

ネ

ス

カ

手

が
、
自
亀
か

っ
て

い

う

。

↓
ヴ考
マ
ー
ー

ー
．
ラ
イ
■
ョ
ウ
ち
ぶ
ス
４
Ｒ
詢

か
、

イ
し
み
と

し
衰
々
め
姜

と
見
て

か
、
キ

げ
し
て
■
だ

ヽ

「
キ
ヽ
つ
　
ｔｌ、
て
惧
て
々
ヽ
一Ｒ
ａ

白
島
杓
手
強
一
■
１
■
４
・

Ｊ́
ユ
′■

ヽ
一ｐ
撻
職
ド
い

で
す
ぐ
お
り
ろ
。
雌
〓
Ｉ

■
崚
イ
再

一
奇
黒
ッ
ト
村

さ
し
は
屁
洛
後

を
■
レ
確
写
し
Ｒ
」
ヽ

ｉ
ｔ
い
け
が
、

な
と
の
人
に
，

ケ
こ
Ｌ
こ
■

一
１

１

．■

い

ドヽ

」
凛

つ
い
う

こ
・ご
告
ら―
∴
」
Ｔ
卜
■
Ｊ
“
―
ｌ

ｔ

，
」〓
，
ｔ

か
っ
ク
リ
。
●
．・―
』
嗅
、
馨
葺
素
ご一
い
ずヽ
ふ
二
‐サ
ザ

を
盤
冬
。
雄
農
亥

か
ら
４
分ヽ
泳
■
２
鳴
嶽
ｆ
書
か
■

つ
て
し
，
っ
に
し

察
企

に
つ
く
Ｌ
、
み
ん
存
絆ノ義
氣
撃
・業

が
難

ｔ
亀

の
で
、
ひ
ヒ
奪
ヽ
ぼ
。　
い
シ
ョ　
む
“ン
事
の
洋

こヽ
い（
民
の

マ
に
八
Λ
て
、
オ
つ
と
終

つ
汽
鏃
』―、、い
ボ
爆
ド
．

シ ら の
■ノ の あ`
ソ` え ,1乙

フタイ書IW日

撃 五 に・
,ま りま
チ 施 あ
ン 澪く`ま
メミ t｀ ウ
)ン つ 亀

マ |が iま

ち
力
ぅ
凛

い
べ
き
ヽ

。
，
轡
ユ
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ヽ

ド
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バ
ス
が
″
時
特
ろ
苛
む
め
，
た
。
ま
時
∫
み
も
、
棒

凛
の
伎
．
紋
オ
ぼ
後
い
ゎ
二
番
β
に
″
静
島
ュ
秩
ム

襖
ぎ
目
痛
レ
に
の
で
あ
つ
た

―́
―
―

ヽ
１
，
７
　

　

一ご
ノ

一仁

ご́
」
´
　

´

′

ヽ

η
′ ―奮

「 cメ

，

ア
ヽ

〕

″
低
爾
軍
薔

Ｅ
Ｌ

２

却

私

は

、

ハ
イ

氏

ン
ク、．
に
総

行

つ
た
こ

勲

ぶ
め

る

の

で
て

が
、

雪

ス

の

あ
る

二
十

メ

ー
ト

ル

に
二

い
ム

氏

が
一
る

の
は
、

工

れ
て

違

め
て

の
こ

衆

で

し
た
。

「
こ

ん

な

だ

高ヽ

い
ム

に
なヽ

っ
碁

っ
た

の

よ

Ｌ
ヒ
、

を

に
考
颯

い
た
く

て
、

こ

ぶ
し
ム

ハ
盆

の
メ

ン

パ
ー

の
方

に
廟

し

´
言

文

と

い
て
だ

い
て

、
奮

馬

に
鋳
裁

し

て

み
ま

し
た

。

体

力
的

に
‘
資
確

ぶ
あ

つ
に

の
で

て

バ

、
そ

萩

ハ

パ

ー

ス

に

つ
い
て

い

。す
る

が
な

う

か
不
キ

で

レ

た

。
で

も
、

ど

う

に
か

こ
う

に

な

「
フ

マ
イ

ト

し
の

外

テ

に
励

３
で

ふ

て

、
接

ｔ
線

速

っ
て

ば
、

．

め

め

―

、

こ

ん
辱

に
し
な

つ
て
き

た
め

ぃ
Ｌ
と

一
人
優
急

総

‐́、
だ

り

ば

バ
タ

、

ェ
ヘ

ェ
ヘ
と

、

一
歩

一
サ
踏

み

じ

め

電

が

ら

幾

り

ま

し

た
。

怪

―■
自

い
て

い

た

人
曹

残

．
農

の

か
け

ら

が
．

ヵ

ラ

カ

ラ

と

普

２

た

て
て

、
義
獨
掟
る
基

穐

．

し

て

じ

づ

犠
ば
身
の
花
・
島
ム
越
胸
の
め
ヽヽ
で
い
な
色
‘
白
Ａ

に

ば

、

ど

う

レ

て

二
ん

り

に
こ

み

い
は

色

ご

あ

ろ

０

だ
ろ
う
ノ
′　
揉
も
の
ウ
ッ
ッ
チ
蔵平
、
白

い
耗
ｔ
ワ
嗜

ｔ

キ

ア

が

サ

草

´

人

彗

業

に

入

っ

た

可

ぐ

た

こ

カ

ム

漁

に
６
ニ
ッ
ゴ
シ
キ
ス
ト
．
晨
前

の
鮮
ゎ
り

ぃ
ヒ
て

υ

′‐ヽ
ご
ぼ
花

そ
ｏ
こ
じ
Ｃ
、
こ
じ
ι
∫
―
―

義
の
中

を
護
労
レ
て
拳

っ
た
７
斐

が
み
９

よ
し
た
。

彙

の
あ

ι、
義

亀
、
ふ
こ
根
少

か
え
る
と
、
ル
場ヽ
、

γ
フ
ち
長
が
、
ム
４
・́興
ぎ
筵

じ
て
ぃ
ま
し
た
。
と
で

レ

奏
・藤

レ

い
感

が

夕
，

滑

か

の
盤

諸

の

事
で

主
建

レ

て

い
る

落

に
と

っ
て

、

本

当

に

ぜ
の

暉

ど
０

一
昌

る

し

た

。
③
　
伊
仁
口
こ
ん
は
．
壺
く
埼
■
某
新
た
ゎ
か
ら

参

船

さ

ふ

に

力

で

７

・

御

言

労

模
一
で

し
た

．

一―・)2



:|

３
工
　
　
地
亀
旬
ふ

自
二
ま

へ
は
、
高
枚

生

η
瑛
導

縫
滲
ム

て

一
え
資

ワ
に

二
と
が
あ
ク
書

し
た
ｏ
そ

れ

が
、
た

に
な

つ
て

瀬
め
て

″
登
ム
で

し
に
が
、
そ

″
婚

ム
慣

一ぐ
“

た
。

ハ

て

の
も
の
■
ま

っ
か
に
染

“
Ｋ
ワ
て
り

の
美
し

ざ

と

ヽ

ぼ

ろ

ヽ
ご

ム

言
う
重

海

の
す

ぼ
う

レ
さ

が
‘

ヒ

て
む

欧
熱

電

印
筆

ヒ
電

つ
て

私

η
中

に
な

り

、
そ

ネ

ス
慈

，

ム

バ
ヒ

て

レ
尋

き

κ
な

り
ま

し
た
。

そ

し
て

ヽ
す

ワ
ヒ

ヽ

の
″
崎

の
轟
動

バ
も

れ
ら

ハ

電

げ
ま

ま

に
　
ヽ
、
今

回

の
登

ム

に
あ

郷

レ
ま

レ
た
。

み

爾
・ぼ
。
あ

い
く

く

の
小
脅

し
よ
り
で

、
そ

の

上

チ
ｌ
ｔ
饉
じ
め
、
み
＜
の
な
Ｋ
工
疼
と
か
り
電

、

で
，
ヒ
ム
鸞
一
に
ユヽ
つ
こ
こ
の
で
き
４
れ
で
可

ヒ
て
炒
長

い
碁

払
ｔ
し
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
と
口ヾ

つ
て

し、

咲

＜
為

ム
雄

物
の
小
ざ
辱
絶

々
で
，
ふ
璃

の
で
こ
こ

こ
に
、

い
ろ

い
う
電
奪

一
２
に
く
し
て
鳩
よ
ね
て

ぃ

る
人
ふ

の
ア
ル
ン
は
．
熱
が
難

つ
て

い
Ｋ
違
う
の
な

で
石
ウ
金
し
た
。
ま
た
、
一
歩
一
歩
務
つ
て
い
く
霞

し
さ

の
中

で

知

っ
た

、

凰

ウ

の
ガ

々

の
め

く

た

が

い

ｒヾ

い
や
り
に
、
衛

か
に
て
ク
八
”
ぴ
υ
の
一こ
水
ぇ
ら

れ
た
よ
う
で
、
衝
よ
り
し

っヽ
れ
じ
＜
冬

じ
事

し
た
。

漫

つ
て
抄
ヽ
晨

つ
て
り
・
ば
お
ヽ

感
て
し
奪
＜
継

く
暫
‐プ
い
え
、
ク
ら
め
し
く
路
い
な
が
ら
瑾

っ
に
３

と

争

―

‥
表

彙
に

の
な

に
、
米

″
、燿

の
ジ
ヒ

つ
ぶ

だ

　

一

す
ソ
中
ら

し
く

お

け
レ

が

う
え
ｔ

ヒ
紗

ｒ
ｌ

ム
櫻

に
、
　

１３

と

て
し

小

さ
暉

ケ

ッ

ン
ｔ
増

ん

な

こ

と

０

‥
―

‥
ひ

　

一

と

つ
、
ひ

ど

つ
が
、
「私
の
申

で
み
ル

ば

、
何

に
し

代

え

が

た

い
と

て
し

人

切
ば

〕
ヾ
い
弘

氏
な
つ

き

し
た

。

そ

し

て

、

Υヽ
つ

い
り
岳

い
ム

ス
。

い

つ
ま
で

レ
ス

幸
・

‐■

し
ば

バ
ら
も

い

つ
か
普

に

、
め

の

ム
現

に

ユヽ
つ
て

け
た
い
―
‥
し
、
あ
、
烙

・
て
い
よ
す
。

ボ  カヽ  1)
｀
わ |

ま
す
。
，資

し
計
に
レ
て
い
こ
曖
港
レ
嘔
た
ず
、
日
の

様

響

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

で
の
な
く督
隻
し
ば
い
っ
た
‐す
沢
冷
、
一鱗
い
風
の
ヤ
で



ヽ
　

　

ヽ

登

ヽ
「´

―
夏根
尿
八
支
↑

工
来

熟
饉
、

湯
Ё
７
´
れ
ニ
ス

メ
ー
ト

ル
の
自
こ
意

に
愛

っ
た
。
わ
ふ

り
と
、
不
思
様

な
れ
持

ち
く
ば
る
。
な

れ

に
勤

め
て

一
昇
と
少
し
に
な
り

、
ス
パ
ー
ツ

シ
あ

ま
ク

で

ヮヽ
ば

い
ゑ

バ
、
■

の
薔

に
っ
ぃ
て

ぃ

，す
る
か

な
り

が
不
ネ
だ

っ
た
ｏ

行
く
ま
た

に
、
図
曲登
郡
で
、

萄
料
事
・共

ｔ
る

た
り
し

て
打
犠

Ｉ
角

よ
う

ヒ
武

″

た
。

ざ
め
ヽ
仏
え
で
す

。
颯
儀

外
凛

は
、
特

に
た

と
よ

＜
動

か
す
。
薇
合

が
ウ
凝
う

な
じ
め
わ
が
，

い
や
だ

リ

ュ
ッ
ク

′
頂
々
が
宅

に
づ
ク

、
自
鳳
施

の
ム
小
晨

で
め

物
と

ク
レ
塁

き
、
帰
り

に
轟
ら

か
え
る

。

人
な

こ
ぶ
し

ム

カ
会
主
生

の
自
み
疫

ム

に
、
私

一

人
で
参

加
し

た
の
で

、
籠

し
ね
チ

し
い
ば
＜

κ
ご
レ

く
も
＜

ヒ
歩
く
だ
げ
だ
′
は
た

に
し
者
え
ず

・投
な
的

に
足

が
で
う
と

し́、
っ
た
な
い
じ
だ
。

一国
が
隣
ヶ

展
望

は
よ
＜
き

か
な

か
つ
た

が
、
あ
た

つ

て
恥

め
る
た
び
に
、
ム

の
藤
入
さ

が
私
猛
押

し
剣

寸
よ
う
句
尺
じ
西
贅
嗜
Ｒ
．

人
曽
戒
と
嶽
る
時

と
く
だ
ろ
時
、
一
サ

一
予
階
汁

砕
崎
栞
及
し
て
、
一
番
ち
労
じ
Ｌ
と
思
う
。

ム
■
０
ム
′―ヽ
長
に
る́
い
て
、
鞣
と
お
り
し
た
ヒ
ミ

富
い
よ
う
し
な
い
範
な
に
な
わ
。
こ
れ
が
宏
え
尽
ヒ

い
う
の
だ
う
つヽ
か
。

潟

ム
ま
で
変

っ
た
私
ｋ
時
‘
勝
却
し
て
よ
か
っ
た

ヒ
尋
り
，

私ヽ
の
賛
春
の
き
い
供
の
一
々
‐
ダ
に
、
れ
薇
し
に

ι・、
と
薄

い
き
Ｔ
。

終

今

=ーヽヽ さヽ』

‐

ヽ

．

凛
誠鷲
爵√

ヽ

ミ
′／

ヽ

雪≧

――,4-―

ヽ

、

　

Ｐ

Ｉ

ヽ

．
、



llム
レ/六
算
　
　
人
島
格
子

生

ま

颯

て

兼

め
て

の
後

ム

．

ム

の
ふ
一ぎ
ば

、

ど

ム

ぐ
ら

い

か
な

、
静
一
は
あ

る

か

電
む
朝
静
ウ
そ
ん
ぼ
こ
と
は
か
ク
考
た
。

き
よ
つ

‐ご
ム
饉
日
で
の
で
導
枚

へ
行

が
電

′す
れ
喘

電
ら
は

い
，
べ
漱

が
終
う
と
す

っ
と
ん
で
産写
に
帰
ち

で
き
に
″

鏡
江
澤
Л
凛

二
公
雄

の
と
こ
ろ
で
け
た
り
が
バ
ス

に
の

っ
て
し
中
璃
．

ι‐
さ
掛
よ
ヒ
思
つ
と
な
ん
だ
ひ
お
り
つ
が
可

い
。

″昴
．ヒ
晟

る
と
ぐ

ク
す

り
ね

ｔ
ん
で
い
に
′

朝

、
″
ん
電
、

は
ん
、）
ヒ
に
ば
ら
ん
で

い
＜
。
お

た

し

ヒ

く

と

秦

ぼ
同

じ

ユ

は

ん

だ

。

お

あ

は

き

ら

ん

ヒ

な

ら

ん

で

い
に

が

，

さ

き

に

い

‥す

中

い
＜

峨

む

あ

い
だ

が

あ

い

て

い

つ
た

ｏ

ｒ
に
い
ぶ

ム

う
に

つ
て、
下

と
臥
一る

と

、

日

の

ま

スヽ

が

ふ

ら

う
と

ヽ

う

が
ん

じ

ぶ

し

に

，

「
じ

う

し

よ

う

、

落

つ

た

ら

し

ん

で

し

ま

ク

．

家

に

い

た
力

ぶ
よ

か

っ

た

管

、

い
ま

お

い
め

さ

ん

ほ

“

句

を

し

て

い
る

か

な

ｒ

尋

む

口
■

Ｋ

．

そ

し

「

よ

ゎ

ね

ｔ

は

い
た

ら

だ

め

だ

Ｌ

と
白

Ａ
π
η

ば

に

い

い

き

か

ｔ

た
．お
絶
湖
に
つ
い
た
ｏ
島
保
糧
物
ざ
さ
き
み
だ
れ
、

と

で

し

き

Λ

い
だ

っ
た

。

そ

４
ヒ

ヒ

つ
て

栄

∂
えヽ

‐て

絶

え

た

い
撼

ヒ
ふ

う

た
。

し

り

す

こ

し
、

し

う

す

こ

し

ヒ

が
ん

崚

っ

た

。

ム

　

一

演

の

ム

小
晨

に

つ

い
に

′

ざ

つ
て

く

気

哺

お

に

ぎ
４
′
　

虚

可

ど

と

だ

し

て

が
ヽ

わ

た

し

ぼ

ヽ

た

ヾ

々

く

だ

か

つ
　

一

た

。す

ユ

レ

や
す

毎

で

、

増

ム

ヘ

お

か

，
亀

．

甘

こ

し

登

つ
た
と
こ
う
な
く
と
井
は
、
ひ
っ
か
た
し
た
。
わ

た

し
哺

一
人

‘
が

っ
た
′
し
い
っ
て
し
ま

ゎ
り

に
た

く
ご
ん
の
人

が
い
る
が
、
ぼ
腱
に
、■
つ
て
き
た
。
こ

中
ま
で

い
ぅ
に
が
ま
た

仏
き

か
た

し
た
。

リ
ー
ナ
ー
の
水
島

さ
ん

か
ら

つ
れ
て
い
っ
て
ツ
ら

，
た
。
そ
し
て
い
う

い
う
協
嘱
と
キ
ヤ
し、
魔
ウ
軍
議
＾
と

が こ
/′ ｀

/移

｀二"―ヽ
′
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て
し
ま
う
ん
じ
そ
な

い
か
ど
ざ
』
だ
つ
た
の
で
す
が

り
ｌ
ヵ
ｌ
さ
ん
や
ア
薫
４
労
々
の
動
き
し
に
よ
つ
て

凍
上
ま
で
行
く
幸
が
供
ス
、
本
音
に
良
か
，
ｔ
と
恐

ぃ
き
じ
て
。
‐―、
管
ｆへ
か
ら
自
ミ
よ
蓬
ま
で
の
曲
〓

、

一
番
き
つ
く
、
し
う
足
が
上
が
う
な
く
・
つ
て
、
一

歩

一
歩
ふ
な
じ
め
て
歩
い
た
と
をモ
つ
て
い
い
く
ら
い

で
、
自
島
ム
革
へ
着

い
に
時
、
７
業
の
人
造
に
、
き

＜
費
〓着
つ
た
ヒ
宅
わ
ム
た
時
ほ
む
ク
ハ
し
＜
恙
え
碇

幸

ば
め
，
き
む
ん
で
し
た
。
千
ム
の
一時
哺
、
も

つ
た

ょ
り
奪
で
　
ヽ
、
調
き
に
の
っ
て
降
り
て
い
う
に
ら
人
薔

薇
つ
め
た
′ク
で
力
国
じ
こ
り
ぶ
よ
う
ぼ
嗜
“
嘱
リ
ウ

ハ
一身
一『
ヒ
雪
で
ぐ
，
し
ょ
り
。
本
当
に
い
い
黎

い
ム

が
気
来
た
と
黒
い
よ
／Ｔ
。
た
だ
箪
金
だ
つ
た
め
彎

ス
負
が
諮
か
っ
た
率

で
す
。
で
し
ご
曇
に
こ
り
ず
に

き
に
ム
ヘ
経
ぅ
ぅ
と
烏
ぃ
歩
τ
．
て
し
て
あ
・及
ミ
で
、

夭

な

の
浸

い
よ

め
Ｒ

色

て
百

に
痣

醤
ヽ
つ
け

て

章

よ

り

と
口
Ｆ

き

下

．

t

こ

８
車
　
　
仁
終
モ
ト
子

も

う

ム
澄

，

す

る

幸

な

ど

な

い

と
思

っ
て

、

キ

ヤ

ラ

バ

ン

シ

ユ
ー

ス
と

梶
人

に

あ

チ

て

い
ら

も

う

御

ヤ

４

．

”
゛
い

が
け

で

．
ム

ヘ
行

＜

チ

ャ

ン

ス

ｔ
ｔ

夫

が

春

つ
て

く

鳳

ま

し

た
。

そ

れ

が

こ

の

「
こ

ぶ

じ

ム

の

ハ

」

の
６

轟

金

ム

で

あ
ら

ま

し

た

。

ふ

ほ

一縁
）び
だ

し′、
と

め
よ

う

め
て

、

子

供

が
人

き

く

な

っ
た

ら

，

一
燃

Ｋ
矢

ヤ

ン
フ

く
で

し

行

け

る

位

が

ぜ

」、
と

い
と

思

っ
て

い
た

の

で

、

外

力

作

う

な

ど

、

普

民

蛾

ｔ
と

よ

ハ
′
か
興

い
な

が
け

て

し、
で

か

つ
た

の
こ

い
む

と
な

う

と
自

蕉

が

電

く

、

託

鴫

会

の
時

か
。マ

基

い
人

た

ら

く
風

倒

さ

魚

、
啄
ハ
強

と
不

奪

の

連

議

で

し

た
。

平
ヽ
ス

で

し
、

ヽ
一
ス

だ

袋
心

に

て

ム
員
ゲ

が

餞

ス

ろ

か
し

特

諷
５

い

′」
い
つ
申

待
、
し
八

さ

が

つ
二

の

で

、

そ

い

し
て

与

沐

ご
―
・′
に
く

憾

い
縣
い
い
で

し

た

ｏ

残
（

″Ｆ

？
子

っ
と

晨
バ
〕
学

で

の
養

ム

，　
一
歩

一
歩

鮮

身

♭

■
．
る

白

い
雪
あ

ム

．

Ｒ

だ

喚

共

に
向

っ
て

、

4・

4ム

_ i8_



更́

い
足

装

し

い

ぜ
織

と

お

さ

れ

て

民

と

運

ぶ

く

ク

還

じ

．

‐す

れ

な

モ

の

う

ち

に
登

今

は
黙

つ
た

よ

り

。

ら

く

に
法Ｒ
二

に

行

く

こ

と

が
畿

ぇ

ま

し

に

。

リ

ー

チ

ー

の
場

尋

が
入
髪

よ

く

、

築

持

れ

う

く

に
（
調

し

変

え

ら

！１、

た

の
だ

と

電

い
ま

Ｔ

．

け

れ

ど

も

下

ム

に
な

っ

て

雪

薇

と

下

り

朴

っ
て

白

一も
几

ま

で

に

ど
り

っ
共
）
小

）
と

し

た

こ

に

′し
に

、

右

の

ひ

き

が
な

い
レ

く
な

つ

て

、

ュ

、
ヘ

サ

行

く

と

し

う

歩

げ

づ

い

。

自

分

の

仏

き

ｔ

将

ｌ
て

ル
キ
ヽ
そ

い
＜

ら

い

に

は

つ
て

し

ま

い
、

し

う

へ
砕

，

そ

う

な

り

，
て

し
ま

つ
た

私

．

バ

〕へ

湾

待

４
て

い
る

河

へ
象

た
時

適

ほ

た

と

に
、

点

）

な
丁

る

と
同

時

に

う

れ

し

か

つ
た

し

獅

あ

し

う

ふ

嬌
一
り

ぼ

だ

め

だ

４
￥
‐
の
時

臥

尋

＾

て
象

に
帰

つ
て

き

ま

し

Ｆ
。

‥す

択

か
、

今ヽ

口
ヽ
ｒ
ｔ

す

こ

ヒ

嗜

朴

ス

の
中

る

の

一

き

ゎ
美

し

い
島

ム

祖

物

の
数

を
…

嘱

ほ

たヽ
ま

し

ゴ

暉

鳥
の
拠
や
、
可
な
奪
・へ
一１
瞬
魚
ク
ふ
と
こ
う
と
一」
く

ま

し
く

て

や
さ

し

い

ふ

の
待

颯

ド
ら

■

ど

、

マ

ム

ヘ

行

き

Ｒ

ヒ

ゴ

っ
乳

持

で

い

っ
き

い
で

可

゛
苦

し
て

て

■

ム

の
不
自

切

と

し

て
各

た

自

曹

て

目

的

、

ほ

た

と

―く
自

分

の

足

で

ギ
リ

と

事

た

と

い
う

質

ミ

が

マ

ム

ヘ

ー

ス

パ
わ

れ

持

電
尊

各

４
だ

４
口
ヾ
い
豊
甘

。

10

東

南
島
春
子

夜

嗜

受

ム

こ

ず

つ

も

の

、

あ

ま

句

や

・り

憾

い

の

で

１

バ

、

か

同

、

歩

加

さ

せ

て

し

ら

い

ま

し

て

、

分
一
人

Ｉ
さ

れ

る

こ
と

が
隻ヽ

く

わ

い
う

、

ズ

自

分

の

々

が

、

を

４
熟
卜
け

か

ゎ

な
ぬ
ｔ
　
■

れ

か
し

少

し

か

っ

、
ム

ヘ

行

ご

た

い

と
慾

つ
て

い
・ず
す

。

嚢
ほ
冷ヽ
口
参
加
可
ろ
時
に
、
ネ
チ
カ
子
ま
で
行
け

れ
０
良

い
と
浮
っ
て
い
ま
し
た
バ
、
キ
準
市
長
の
島

膠

さ

た
″
に

、

力

兵
ふ

ク

、

く

７

薇

‘

拳

っ

。

中

獨

で

旬

□

昨

ミ

ッ

レ
ヽ
く
可

，

た

ぃ

わ

か

り

ま

せ

ん

が

、

お

め

の
ヨ

・く

ご

地

責

■

も

行

こ

り

と

口
ヾ

し、

、

で

，
と

の

路

い
■

、

事

■

１

￥
妻

て

行

き

ま

し

た

″

す

る

こ

島

ｇ

さ
に

崚

■

こ

こ

ま

で

柴

て

、

」７
角
爛

と

ら

管

い
の

一ぐ

は

、

ふ壽
″与

に

未

一に

と

は

い
ヽ
■
句

い

」

と

い

わ

れ

、

予
ヽ
メ

で

ぼ

と

懸

い

、

・、″

勺
鶏

■
三
（ヽ
行

き

意

し

て

、

マ

薄

ゥ

承

て

■ヽ

か

っ

ｔ

二

博
ヾ
い
絶

一１

咆

て

い
ま

し

た

。２

て

し

や

島

・―ユー
ぎ

た

に

　

・Ｉ

Ｉ

Ｆ
／ご

八
て

ム

嗅

金

で

「

い
膚
ｏ
く

て

嗅

と

…
…

―

tiプ

落

が
■
Vヽ

〕t

ι̂
″く

/与

″ほ

1

マ.
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と

フ
／
ヽ

ム
頂

′―、
屋

き
て
行

っ
て
し
ま

い
、
略
普

こ
見
れ
滲
十

一
時

二
０
奔

、

フヽ
し
ろ
と
亀

彙
心

フヽ
し

う

に
●
だ

れ
し
い
う
７　
そ
れ

で
し

と
う

／
ヽ
来

た
の

だ

ヒ
〕
ヾ
い
、
そ

の
時
慮
し
ラ
黒

ゲ
て

一
事

い
て

し
た
。

一経
む̈
こ

な
が
あ
ろ

が
ら
ム
ヘ
管
奮
ざ
韓
＜
げ

う

の
で

と
思

い
、
峰

つ
た
ら
、
か

社

の
人

に
も
誰

し
て
、
考

く

の
人

に
よ

〈
行
＜
争

と
機

じ
に

い
と
輌
ヾ
ビ
三
ゞ
，

そ
れ

か
わ

ニ
ユ
向
資

抄

亀ヽ
へ
会
社

分
人
こ

と
行
き

ま

し
に
が
、

マ
は
リ
ム
ｆ
長

い
も
の
だ
と
尋

し、
ま
し

た

。
　

い

く

ら
沐

イ

く

て

し

長ヽ

い

か

・リ

マ

イ

ヾ

１

く

で

こ

た

い

ら

し

多

く

の

ム

ヘ

ぶ
一
う

り

と

若

ミ

て

い
ま

す
。

ハ

回

應

で

り

し

め

り

が

と

マヽ

ゴ

ヾ

し、

ま

し

■

．

ヌ

行

く
時

バ

め

り
ま

し

た

ら

、
姜

し
て

む

ら

い
た

い
こ
そ

い
ま

す

。

繊

ス
友
日
の
白
黒
登
ム
　
な
え
こ
そ
縛
状
璃
で
あ
う

う

こ

こ

と
爆

特

し

て

珍

神
さ

せ
て

い
た

だ

き

ま

し

に
。

破
Λ
ヽ
な

こ

こ

に

み

い
に

く

の

夭

候

て

お

り

っ

て
し
ま

い
ま

し

一‐、
が
、　
平肇
口

‐■
九

し

て
各
Ч
る

こ

と

Ｌ

（η

か
っ

た
と
喜

つ
て
い
ま
す
。

薇
全
ふ

ぅ
お
毛
海
ま
で
の
日
、
４
ふ
為
沐
で
憂
，

て

し、
書

し

た

が

封

屁

趣

だ

λ

っ
て

、

な

員

の

か

に

‐■

　

一

こ

ぷ

嗜

ウ

ン

ヅ

一ル

サ

ウ

ヽ

め

の

白

い

の

パ

シ

ロ
う

マ

　

カ

レ

ン

い

、

ち

い

さ

い

む

ン

フ

●

こ

れ

一

コ

イ

フ

″

か

　

一

ミ

ー

ー

ヒ

よ

ミ

て

い

ｔ

だ

言

一ス

れ

だ

と

は

い

こ

へ

寺

ら

、
三

り
導

彰

と
名
議

と

一
矢

さ

せ
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